
【２ゲージの結線】

IN+

IN-

OUT-OUT+

入力電圧＋

入力電圧－

出力信号＋

出力信号－

A

D B

C

V

歪増→出力増（＋）

歪増→出力減（－）

R1=120Ω

R2=120Ω

２ゲージ法のひずみゲージブリッジ結線方法

STA-１２シリーズは、ゲージをブリッジ対角線上に配置する「対辺２ゲージ法」は使えません。

内部抵抗
定電圧
2.5V

使用できないブリッジ結線－対辺２アクティブゲージ法

温度影響と引張成分を除
去し、曲げ成分を測定。
ひずみのアンプ出力は、
実際のひずみの２倍。

①２アクティブゲージ法
　（表裏配置、曲げ測定）

曲げ

温度影響を低減し１軸応
力を測定。アンプ出力は
実ひずみの（1＋ν）倍。

ν：ポアッソン比

　（鋼材で0.28～0.3）

②２アクティブゲージ法
　（直行配置、伸び測定）

③１アクティブ＋
１ダミーゲージ法

R1（表面）

R2（背面）

R1（主方向）

R2（直交方向）

R1（供試体）

R2（ダミー）

温度影響を低減し引張・圧
縮や曲げひずみを測定。
ひずみの出力は、実際の
ひずみと同じ（１倍）。

引張り
（圧縮）

引張り
（圧縮）

曲げ

曲げ成分を除去し引張・圧縮成
分を測定。（ひずみの出力は実
際の２倍になる）

R1（表面）

R2（背面）
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内部抵抗定電圧
2.5V

引張り
（圧縮）

電圧４００
倍に増幅

出力信号電圧を４００倍に増幅

電源
DC9～15V

測定器
0～5000ｍV
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